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・実験の目的 

IMC-REFL の QPDA1(2)の DC 出力と、周波数安定化用の Reference共振器 (refcav)の反

射ポート(REFL), 透過ポート (TRANS), IMC -REFL, IMC-TRANSとのコヒーレンスを調

べる。 

実験結果からMCeの透過光と IMC-QPDの間に何らかのコヒーレンスが確認できた(図１)。

また、QPDの RF出力と IMC-TRANSとの間にも何らかのコヒーレンスを確認できた（図

２）。今後は、IMCの入射光と QPDとのコヒーレンスを調べたい。現状では、入射光をモ

ニターする PDがないので、インストールする必要がある。 

 

 

 

 

 

図１ 



 

図２ 

 

 


